











































































































(学部生3-4年生,大学院生 1年生)に実施し,日本人英語教師 19名 (大学教師 10名,
高校教師6名,中学教師3名)と英語母語話者の英語教師8名が評価者として参加した｡
面接官には,受験者とは面識が-切ない英語母語話者 1名が担当した｡面接官は,あるテ




語力は,TOEIC400- 800点程度である｡ 試験の内容については,試験の事前に ｢面接試
験の方法｣カード (表 1)を受験者に読んでもらった後,さらに面接官が試験の要領を直






るインタビューの発話をもとに,後述するように4項 目を5段階に分け判定 した (表 3/
スピーキングテス ト評価基準表使用)｡本試験では,SST (StandardSpeakingTest)の評
価基準を使用した｡SST とは,英語のスピーキング能力を判定するインタビュー形式のテ
ス トで,日本の英語教育事情を考慮 した上で,米国の全米外国語教育協会 (American
CouncilontheteachingofForeignLanguage;ACTFL) が 中心 とな り開発 した Oral
Pro丘ciencylnterview (OPI)を基にして,ACTFLとアルクが共同開発 したテス トである｡







ピーカー (英語母語話者)との経験に関するアンケー ト｣9間 (表7)に対する回答を求
め,また英語母語話者の英語教師には,｢英語教育状況と英語を第二言語とする人との経





















































以下の4分野別評価 を目安にし,当てはまる番号 を○で囲んで下 さい
1.Poor 2.Fair 3.Good 4.Verygood 5.EXcelent
1,受験著名
分野
1.総合的タスク .機能 1 2 3 4 5
(言語を使って何ができるか)
2.テキス トタイプ 1 2 3 4 5
(どんな構文や構成を使うことができるか)
3.話題 .状況 1 2 3 4 5
(どのような状況で,何について話すことができるか)
4.正確さ 1 2.3 4 5
(どれだけ発話をきちんと聞き,相手に伝えることができるか)
5.データ分析
まず 初 め に, 日本 人英 語教 師 (JTE)と英 語 母語 話 者 の英 語 教 師 (NTE)間の評価 平
均値 と標準偏 差値 を比較 した (図 1)｡JTEの評価平均値 は 10.4,NTEは,ll.7であ り,
NTEの方が JTEよ りやや寛大 な評価 をす る傾 向 を示 してい る｡ また,評価値 の標準偏差
値 は,JTEが 2.2,NTEが 2.4であ り,NTEの評価値 の変動が JTEよ りもやや大 きい と
い う結果が 出てい る (表 5)｡
























日本人英語教師 (JTE) 10.4 2.2
本スピーキングテス ト評価終了後のアンケー トによる調査結果は表 7,表8の通りであ











































2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
StudentNo.

















項目①～④の(∋ -相関係数0,④ -相関係数 1として仮に基準を置き,それに対する相関
関係 (データの一貫性)を調査 した｡それに加え相関関係の強さを調査するためにNTE評
価平均値に対する各項目レベル別 (①～④)傾向 (標準偏差値)も出した (表6)｡NTE評
価平均値に対する各項目別傾向は非常に低 く,最も高い傾向値でもわずか16%である｡














データの一貫性 項目レベル別傾向 (樵 テ㌧一夕の一貫性 項目レベル別傾向 (標
(全体的相関係数) 準偏差値) (全体的相関係数) 準偏差値)
1 66% 10% - -
2 -37% 6% - -
3 79% 6% -85% 16%
4 -53% 6% - -
5 - - - -
6 96% 8% 10% 14%
7 79% 10% 68% 6%
8 -100% 16% 30% 14%
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StudentNo.
図3:英語教育年数の異なる評価者の平均値と英語母語話者の評価値との比較
の評価は被験者 1-15番を通 し一貫 してJTEの評価 よりやや高めの評価 をする傾向にあ
る｡ しか し被験者 9番 と12番 に関 しては日本人教師群の方が NTE教師群 よりやや高い
評価 をしている｡ 図 6は,英語教育経験別の比較同様,NTEの評価平均値 をゼロ (中央
値 /標準値)にし,学校 レベル別に評価平均値を比較 したものである｡ 大学教師群は,図
5の NTEの評価平均値に対する日本人英語教師学校 レベル (中学,高校,大学)の評価
平均値の比較によると,被験者 13番 と15番以外は中学教師群 と高校教師群に比べ極めて
NTE評価平均値に近い評価をしている｡ 表 10の NTE評価平均値 と日本人英語教師学校
レベル (中学,高校,大学)別評価平均値 との差を見ても,大学教師群の平均値は,学校
レベル別教師群の中で NTEの平均値に最 も近い -1.1ポイントである｡


















































































上低い評価をしている｡ また被験者 1番,6番,13番,15番に関しては, 1つあるいは
























































を示 していることが判る｡ 全体的にはNTEの評価の方がJTEの評価 よりやや高い (塞
大な)傾向があった｡
他の2つの分析では,まず調査課題②に注目し英語母語話者の持つ母国語に対する絶対
的な感覚を基準にして (NTEを評価の基準にし),日本人英語教師の教育年数別 (① 5年
未満,② 5年以上 10年未満,③ 10年以上)評価平均値 とまた学校 レベル別 (中学,高
校,大学)評価平均値 とを比較 した｡その結果,どの教育年数別 も相関係数が約 0.8で
NTE評価平均値と極めて高い相関関係を示 していることが判った｡全体的に見ると,ご
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ずかであるがNTE評価平均値に近づ く傾向を示 している｡ アンケー トの結果,教育年数,
学校 レベル別評価平均値と同様,ごくわずかではあるがNTE評価平均値と相関関係があ






かに必要であるかを示唆 していると言えよう ｡ 英語母語話者の評価者の比較 ･分析につい
ては稿 を改めることにする｡
注
1.園田裕 (2006)は,長崎県内70の中学校でアンケー トを取 り,英語スピーキングテ




3.｢局所的誤 り(localerrorsper100words)｣とは単語 100語あたりの文法的誤 りを言う｡
4.年数別評価平均値は,個人の評価をより正確にする (個人差を縮小する)ために,ま
ず教師ごとにNTEに対する評価平均値の相関係数を出し,その トータルを教師数で割 り,
ここで使用 している教育年数別評価平均値の相関係数 (表 7)を割 り出している｡
5.図3は英語教育年数別 (∋5年未満,② 5年以上 10年未満,(彰10年以上)評価者の
平均値 とNTEの評価平均値を比較 したグラフである｡ アンケー トでは,教育年数を① 1
年未満,② 1年以上 5年未満,③ 5年以上 10年未満,④ 10年以上と4つに区分 している
が,アンケー トの結果 1年未満の教師が 1人であるため,図3では① と②をまとめて① 5
年未満 として比較 した｡
6.表 11の相関係数も注 4と同様に,まず教師ごとにNTEに対する評価平均値の相関
係数を出し,その トータルを教師数で割 り (平均値を出し),学校 レベル別評価平均値の
相関係数を割 り出している｡
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